
安斎先生技術通信の

木構造の疑問・質問にお答えします！

技術的なご相談はこちらへ！⇨ mail question@mokutaikyo.com ☎03・6261・2040（木耐協事務局）

講演タイトル

トッププロゴルファーの
モチベーションは
“ここ”が違う！

スポーツジャーナリスト／ゴルフ解説者
タケ 小山氏

『だからアナタは上手くなれない！』
発行：日本文芸社 (2012/11)
　タケ氏が日頃感じている「プロとアマの
違い」や、「日本人プロがなぜ海外で勝てな
いか」などを率直に語る。「テーマの無い練
習は意味が無い！」として、パットやバンカ
ーの練習法など、上達のための具体的なヒ
ントも随所に盛り込まれており、レッスン
書としても活用できる一冊です。

前職は陸上自衛官で、平成16年からの自衛隊イラク派遣
では先遣隊長、第一次復興業務支援隊長を務め、“ヒゲの
隊長”として親しまれる。「自衛隊は自分を最後にして人の
ために働く」。あまり語られる事の無い、東日本大震災での
自衛隊の貢献、現場の壮絶さなどをお話いただきます。

講演タイトル

「絆」
～守るべき人がいる～

参議院議員 佐藤 正久氏

『ヒゲの隊長 絆の道 ～果たしたい約束がある～』
発行：ワニブックス (2013/4/25)
　自衛隊では日本の国際貢献に命を賭け、ある約束
を果たすために政治の道へ進んだ。そして我が国を
襲った東日本大震災と福島第一原子力発電所事故
…。“ヒゲの隊長"こと参議院議員 佐藤正久氏が激動
の中で闘い続けてきた自身の半生を振り返りながら、
日本の未来のために政治家として今何を為すべきか
自らに問いかける。政治のあるべき姿を追求する佐
藤正久氏のノンフィクション単行本コミックです。

著書
紹介
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い
！

　平成12年に建築研究所に入所。省エネや温熱・空気環境を専
門に、住宅・建築の省エネルギー性能評価手法の高度化などを
研究。既存住宅をいかに省エネ改修して性能向上を図るか。今
回はその改修方法や最新情報等についてご講演いただきます。
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講演タイトル

既存住宅をいかに
省エネ改修するか

福島県生まれ。木耐協設立
当初から技術顧問として組
合員の指導や技術開発を
行う。2007年国土交通大
臣表彰。趣味は社交ダンス
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http://www.kenchiku-bosai.or.jp/seismic/wquest.html

第
16
回
全
国
大
会

講
演
内
容
＆
著
書
ご
紹
介
!!

独立行政法人 建築研究所環境研究グループ
上席研究員 桑沢 保夫氏

『既存住宅の省エネ改修ガイドライン』
発行：一般財団法人 建築環境・省エネルギー機構

（2010/7）
　国土技術政策総合研究所と建築研究所ほか、大学等研
究機関・企業の研究成果としてまとめられたテキストで、桑
沢氏は“全体調整”として深く携わられています。既存住宅
の省エネ改修の手法について、具体的な設計・適用方法を
実態に即した形でわかりやすく説明。それらの技術を用い
た場合の具体的な省エネルギー効果と経済性を含め、基
礎から実践に至るポイントが丁寧に解説されています。

著書
紹介

　平成元年にゴルフプロとして渡米し、米国を中心に参
戦。帰国後はゴルフ解説者となるも、平成19年に日本で
ツアープロへ復帰を果たす。現在はTBS「サンデーモー
ニング」、ゴルフ解説等、多数メディアで活躍中。今回は、
チャレンジし続けるトッププロのモチベーション維持の
秘訣について、鋭い視点と分析からお話いただきます。

著書
紹介

しっくい自体は評価せず、
下地を含めた壁で評価願います。

「しっくい」の壁基準耐力は？Q29,30

どうして半間に満たない筋かい・耐力壁は非耐力壁扱いになるのか？
壁の（水平）長さが短いと筋かいの傾きがきつくなるため、
長さに比例した耐力は保証できないから。

　壁の長さと高さの関係
をイメージしてください。あ

まり筋かいの傾きがきつくなると、筋か
い自体がだんだん柱と並行に近づきま
す。万一平行になれば水平耐力は発揮
できませんね。このため柱間の内内に
取り付けられる筋かいは水平耐力を期
待しにくい訳です。ちなみに住・木セン
ター発行の『木造軸組工法住宅の許容
応力度設計（2008年版）』Ｐ60では、

【構法の仕様】として①令46条表1（（8）
を除く）、②昭56建告1100号（第1第十
二号を除く）で壁倍率が与えられた耐
力壁の適用範囲は、《耐力壁の幅（柱
芯々距離とする）の最小値は90㎝以上
とし、かつ、階高／幅は3.5以下とす
る。》とあり、更に《ただし、昭56建告
1100号第１第一号～第四号で仕様が
定められた面材張り耐力壁について
は、耐力壁の幅の最小値は60㎝以上と

し、かつ、階高／幅は5以下とする。》と
の記述があります。
　このことからも傾きのきつい筋かい
は耐力壁としての効果が怪しい、と言
えます。後部の、「最少幅60cm」の面材
壁は柱芯 を々60cmとしての水平耐力
を「それなりに」期待できるので、この辺
までを限界としたのでしょう。（さすがに
1.5尺(45.5cm)までは無理といったと
ころをご理解ください。）また、ここでは
階高／幅の限度が通常の壁は3.5以下
であり、特定の面材壁については5以
下と定めていますので、ついでに覚え
ておいて下さい。
　一般的な戸建住宅の柱長は10尺

（3.03m）ですので、階高を2.95とした
場合でも、2.95/3.5=0.84ですから3尺
(=0.9mとか0.91m)を基本グリッドとす
ることは可能ですが、例えば4m（丈
3=13尺）の柱を用い、階高を3.9ｍにす

る場合の耐力壁幅は3.9/3.5=1.12mと
なるので、柱間の基本寸法は約4尺
(=1.2m)でないと筋かいを含む通常の
耐力壁は設置できないことになります。
後 者にある傾き5 以 下の場 合は
3.9/5=0.78mですから通常の3尺
(=0.9mとか0.91m)で設計可能となり
ますが、この場合は告示1100号第１の
第一号～第四号の面材耐力壁で計画
しなければなりません。ただこの仕様
規定は「許容応力度設計」を行う場合
の前提条件なのでそうでない建物で
は、このような内容の思想的背景を読
み取り、危険側になることの無い様な
対応が望まれます。また最近は《長期
優良住宅》仕様の為許容応力度設計
を行うケースが出始めましたが、この場
合は階高／幅も念頭において計画・設
計しないと、申請の段階で「手戻り」とな
る心配がありますので注意しましょう。

　しっくい仕上の場合、
「小舞下地」・「ラスボード

下地」がありますよね。耐力も倍率も
柱・梁等の構造材に最も近い部材でそ
の性能が定義されるのはご存知だと

思います。この質問の場合も同じで、
「荒塗り・中塗り」等の下地の上に塗ら
れたりする材で耐力が決定することは
ありません。「ラスボード下地」の場合
厚さ7.0mm以上で1.0kN/m、「ラスボ

ード下地+しっくい塗り」はしっくい塗
りを9mm以上で1.3 kN/mとして評価
できますが、規定の厚さを満たない場
合は所定の耐力は認められていませ
んのでご注意を。（指針編P68参照）


